
決定係数とは、
➀回帰変動が全変動に対してどれだけ多いか
②残差変動が全変動に対してどれだけ少ないか

回帰式 !𝑦! = 𝑎𝑥! + 𝑏

全変動 𝑦! − )𝑦回帰変動 !𝑦!−)𝑦

残差変動𝑦! − !𝑦!

（𝑥! , 𝑦! )

回帰式上の予測値 （𝑥! , !𝑦!)
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∑!"#$ 𝑦! − +𝒚 %全変動＝回帰変動＋残差変動

残差変動がゼロに近づけば
決定係数は１に近づく



y = 11x + 67

R² = 0.9308
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決定係数𝑅" = 1 − #$%&'(の直線からの距離の平方和
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